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インベスコ・グループ

出所：インベスコ、2020年6月末時点。2020年6月末時点の運用資産残高は1兆1,452億米ドル。
1 為替レートは107.885円／米ドルで換算、WMロイターのレートに基づく。2 信用格付状況は直近公表された格付に基づく、2020年6月末時点。格付は事前の予告なく変更される場合があります。
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インベスコの起源
Pure & Independent
運用に特化した世界有数の独立系運用会社

運用資産
1.1兆米ドル超

全世界に8,000名超の
従業員を擁す

世界120カ国超にわたる幅広い顧客層と
伝統的・オルタナティブを網羅した豊富な
商品ラインアップを有する

ニューヨーク証券取引所に上場 普通株式（IVZ）はS&P500の指数
構成銘柄に採用

PRIの評価においてStrategy & 
Governance部門でA+を2017、2018、
2019、2020と4年連続で獲得

800
全世界に800名超の
運用プロフェッショナルを配置

格付機関 格付

信用格付状況2

ムーディーズ A3 Stable
スタンダード＆プアーズ BBB+ / Stable
フィッチ・レーティング A- Stable

インベスコは、米国アトランタにグループ本社
を構え、世界25ヶ国以上に拠点を置き、
ニューヨーク証券取引所に上場しています。

インベスコは、グローバル市場で培った特色
ある運用力を強みとするブランドを傘下に
収め、世界の機関投資家などの顧客の資産
運用ニーズに対し、グループの総合力を結集
して包括的な解決策を提供しています。

＜インベスコ グローバル本社＞
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2013 2016

インベスコ・プロ
キシ―・アドバ
イザリー・コミッ
ティ（IPAC）
を世界的に展
開

グローバル
ESGリサーチベ
ンダー体制を確
立

の責任投資
（RI）トレーニ
ングがグローバ
ルに実施

20152014

インベスコの最初の
責任投資原則報告
書が2014年度版
提出

インベスコの米国拠
点は、インベスコ独
自のファンド・マネ
ジャー（FM）ポー
タルにおいて議決権
行使を開始

2006

2010英国スチュワード
シップ・コードの初版が公
表

2010
インベスコ・リアル・エス
テートは、2016年のグ
ローバル・リアル・エステー
ト・サステナビリティ・ベンチ
マーク評価（GRESB）
に対するピアグループ内
において3つの戦略が
No1にランクされた

インベスコ・クオンツ・スト
ラテジーが社会・環境投
資についてグローバルに
着目したファンドを設定

2016年のニューズウィー
ク・グリーン・ランキングに
対する米国資本市場業
界でNo1にランクされた

英国財務報告評議会
（FRC）はスチュワードシッ
プ・コードの受入れを表明した
期間の評価を開始、
インベスコ・パーペチュアルは、
強固なプロセスとスチュワード
シップ・コード原則への遵守に
対して、Tier 1として評価を受
ける

フィックスト・インカム、直接不
動産、議決権行使において
2016年にPRIによって‘ A’の
レーティングを受ける

amLeagueのグローバル低炭
素マンデートでインベスコが
No1にランクイン

日本版スチュワード
シップ・コードに関す
る有識者検討会は
責任ある機関投資
家の諸原則を制定
（日本版スチュワー
ドシップ・コード）

インベスコは、日本
版スチュワードシッ
プ・コードに署名

パワーシェアーズの
議決権行使がインベ
スコに移管

ESGウォッチ・リス
トのグローバル配
信を開始

インベスコ・グロー
バル・プロキシ―
方針が採択
インベスコ米国プ
ロキシ―・アドバイ
ザリー・コミッティ
（IUPAC）が創
設

2017 2018

PRI債券アドバイ
ザリー・コミッティー
のメンバーに就任

PRIマクロ経済リ
スク・アドバイザ
リー・グループのメ
ンバーに就任

デンマークのダンス
ケ銀行と共同で
ホワイトペーパー
を執筆

ICIグローバル
ESGタスクフォー
スのメンバーに就
任

カナダの
Responsible 
Investment 
Associationに参
加

2018年ESGイ
ンダストリー・イノ
ベーション・アワー
ドを受賞

‘ストラテジー＆ガ
バナンス戦略に
おいてPRIから
「A+」格付けを、
債券戦略が「A」
格付けをそれぞ
れ獲得

2017年のPRI署名による
Strategy & 
Governance and Fixed 
Income SSAに対する評
価は‘A+’ のレーティング
‘

北米において運用会社・
証券会社の中からESGの
リーダーとして、評価される

アクティブ・オーナーシップに
対するPRI SDGワーキン
グ・グループに参加

英国社会的責任投資
フォーラム（UKSIF）の
理事会メンバーに指名さ
れる

2019

1987
インベスコ・リアル・エステートが軍事関連を
除外する戦略を設定
1989
インベスコ・ファンダメンタル・エクティがアル
コール・タバコ・ギャンブルを除外したファンド
を提供2003

インベスコ・クオンツ・ストラテジーとインベス
コ・フィックスト・インカムは、ポジティブ・スク
リーニング/ベストインクラスとネガティブ/排
除スクリーニングを組み合わせつつ共同運
用するファンドを設定

2006
ニューヨーク証券取引所
にて国連によって責任投
資原則が提唱

2005
パワーシェアー
ズが2本の
ESGテーマ型
ETFを設定

インベスコは、
国連責任投資
原則に署名

インベスコは、
英国スチュワード
シップ・コードに
署名

インベスコがPRI ESGエン
ゲージメント・アドバイザ
リー・コミッティに指名

インベスコは、投資スチュ
ワードシップおよび議決権
行使に関する年次レポー
トを創刊

インベスコは、企業の社会
的責任に関するCSRレ
ポートを創刊

SASB スタンダード
アドバイザリーグ
ループのメンバーに
就任

NASSCOM（イ
ンド）の 2019年
GCC (Global 
Capability 
Centers) イノベー
ションアワードを受
賞

ストラテジー＆ガバ
ナンス、上場株式
部門がPRIから
「A+」格付けを獲
得

TCFD（気候
関連財務情報
開示タスク
フォース）に賛
同

Council of 
Institutional 
Investorsに参
加

Sustainability 
Accounting 
Standard 
Boardに参加

2007
インベスコの直接不動
産投資においてESG
インテグレーションを開
始

2006
インベスコ・アセット・マネ
ジメント（東京）がウー
マノミクス・スコアを活用
したファンドを設定

1990
インベスコ・クオ
ンツ・ストラテ
ジーは、ポジ
ティブ・スクリー
ニング/ベストイ
ンクラスのESG
戦略を用いた
ファンドを設定

インベスコにおける責任投資の歴史
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TCFD
インベスコはTCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）への賛同を表明している。TCFDは一貫性、比較
可能性、信頼性、明確性をもった効率的な気候関連の財務情報開示を企業へ促しており、投資家には適切な
投資判断が促されている。

PRI
持続可能な社会の実現のために投資の意思決定プロセスにESGの観点を組み入れることを求めたUNPRI（国
連責任投資原則）に署名。年次報告においては継続して高い評価を獲得している。
プラスチック・アドバイザリー・コミッティのメンバーとして、投資家の意識向上に務めている。PRIが、プラスチックへの理
解と関与を支援するために開発するリソースにインプットを提供している。

順位や格付け、アワードへの言及は、将来のパフォーマンスを保証するものではなく、時間の経過とともに変化する場合があります。
1 CDP（カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト）によるインベスコの2018年の評価。評点はA、A-、B、B-、C、C-、D、D-、Fで評価されます。

CDP
インベスコは気候変動プログラム（Carbon Disclosure Program)に参加。CDPは、TCFDにおける各種要件と
の整合性を維持することを重視している。
インベスコは2017年の「C」から改善し、2018年に「B」となった 1。

SASB

FAIRR

CII

インベスコは米サステナブル会計基準審議会（SASB）に参加。各加盟機関間における対話や教育リソースの
機会が提供されている。加盟機関にはアセット・オーナー、コンサルタント、資産運用会社が含まれている。SASB
への加盟により、米国および世界中の機関投資家におけるインベスコの認知度と注目度が高まることが期待される。

インベスコは2019年9月に、集約的畜産業によりもたらされる重大なESGリスクと機会への意識向上に努める協
調的投資家ネットワークである、畜産業関連イニシアチブ「FAIRR」（コラー・イニシアチブ）に加入。
FAIRRは、最新の研究を通じてESGリスク要因を特定することで投資家をサポートし、投資家は意思決定プロセ
スとスチュワードシップ活動にESG要因を統合することが可能になる。

インベスコはCouncil of Institutional Investorsに加入。CIIは、合計総資産が4兆ドルに及ぶ、公的資産、財団、
基金への投資を担う年金基金、州・地方自治体を中心とする米国の機関投資家で構成される非営利団体であ
る。CIIは実効性のあるコーポレートガバナンスと株主の権利を通じて、透明性がある公平な資本市場の実現を目
指す。機関投資家と最終受益者における長期的価値を向上させるため、コーポレートガバナンスのベストプラクティ
スをメンバーと共有している。

グローバルで重要な各種イニシアティブに参加



日本株式運用部におけるスチュワードシップ活動
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2014 • 日本版スチュワードシップ・コードへ署名

• スチュワードシップ活動を統括するコーポレート・ガバナンス委員会(現・責任投資委員
会)を設立

2015 • スチュワードシップ活動の概要の開示を開始

2017 • 議決権行使結果の個別議案毎開示を開始

• 日本版スチュワードシップ・コード改訂に合わせスチュワードシップ責任を果たすための方
針を改訂

2018 • 議決権行使結果の反対議案に関して理由開示を開始
2019 • グローバルでTCFDへ賛同

• 日本株式運用部で30% クラブジャパン・インベスターグループへ参加

• 日本株式運用部として初のスチュワードシップ・レポートを発行
2020 • グローバルでClimate Action 100＋へ参加

• 日本版スチュワードシップ・コード改訂に合わせスチュワードシップ責任を果たすための方
針を改訂

• 二回目の日本株式運用部のスチュワードシップ・レポートを発行予定
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運用者が主体となったスチュワードシップ活動

運用者が主体となり活動方針を策定

 「株主議決権行使のガイドライン」及び「スチュワードシップ責任を果たすための
方針」は、日本株式運用部が主体となって策定

ポートフォリオ・マネジャーおよびアナリストが自ら判断し直接実行する

 運用担当者が企業とのエンゲージメントを直接行う
 長期的な観点から企業価値評価を行う手法と合致するスチュワードシップ活
動を推進



7

日本株式運用チームのスチュワードシップ体制

中長期的なリターンの向上
2020年6月末現在

ISS社
（Institutional Shareholder Services）投資先企業

中長期的な企業価値の向上

Policy on Global 
Corporate Governance 

and Proxy Voting

責任投資委員会
構成メンバー：運用本部担当役員、コンプライアンス部長、

ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰ、運用担当者、ｸﾗｲｱﾝﾄ・ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞ部担当者

建設的な対話 株主議決権の行使

日本株式運用部

スチュワードシップ責任を果たす
ための方針

利益相反管理
委員会

株主議決権行使の
ガイドライン

運用担当者

ガイドラインに
基づく助言

ガイドライン



財務分析内容をサ
ポートするESG含む
非財務情報の獲得

インベスコのESGインテグレーション

継続的に企業価値拡大の可能性を評価し、新規投資・継続保有の
投資判断の意思決定を行う

8

投資判断の

意思決定

財務分析

非財務情報経営陣との

建設的な対話

企業価値拡大の可能性を
評価

財務分析内容をサ
ポートするESG含む
非財務情報の獲得

売上・利益の成長性、
キャッシュ創出力等を
分析

財務・非財務情報、建設的な対話を通して継続的に企業価値を評価する



長期投資家にとっての建設的対話

建設的対話の目的

経営に対する信頼感と
投資にあたっての確信度

投資家 投資先（候補）企業

資本市場からのメッセージの理解
と

経営上の気づき

建設的対話

企業価値向上という共通の目標に向かって、
投資家と経営が同じ方向性を共有するプロセス

9



インベスコにおける対話事例の紹介
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建設的な対話は、継続的に行われることによって、投資先企業に徐々
に変化をもたらし、企業価値拡大につながることが期待される。

建設的な対話は継続して行われることで効果が期待される

課題

経過①

経過②

事業環境は非常に厳しい状況が続いており、構造改革による収
益性の向上が急がれる。

経費削減のための構造改革や事業ポートフォリオの転換に加え、
人事戦略を抜本的に改革させることの重要性を認識。

複数の経営陣と継続的に同テーマについて議論を行う。投資先
企業の規模や長年の慣行を考慮すると実行のためのハードルが非
常に高いことを認識する一方、経営陣のコミットメントを確認。

経過③

評価と
今後の方針

投資先企業の一部において徐々に実行が開始されていることを対
話を通じて確認。事業環境の厳しさもあり、スピード感を持った変
革の必要性を指摘。

全社における抜本的な改革とそこからの成果を実現するには長期
の時間を要すると考えられる。今後も継続して進捗を確認する必
要がある。
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日本株式運用部の対外的活動

日本版スチュワードシップコード
に署名
 2014年の署名以降、コー
ドの改訂のみならず当社の
活動実績や業界動向を
反映して適宜アップデート

 当社のスチュワードシップ活
動に関する情報開示を積
極化

Asian Corporate 
Governance Association
 アジア全体のコーポレートガバナ
ンス向上を目指す投資家の集ま
りであるACGAのメンバーとして
活動

 企業のみならず関係監督官庁、
他運用機関等様々なステーク
ホルダーとの対話に積極的に参
加

30% Club Japan 
Investors Group
 ダイバーシティの向上を通じて
持続的な企業価値拡大を促
すイニシアティブに参加

 日本企業におけるダイバーシ
ティ強化のため機関投資家と
しての意見を積極的に発信

各種アドボカシー、イニシアティ
ブに積極的に参加
 投資家フォーラム、ESG情報
開示研究会、スチュワードシッ
プ研究会等様々な団体へ積
極的に参加

 グローバルのTCFD対応を日
本でもサポート。TCFDコン
ソーシアムにも加入



本書は情報提供を目的として、インベスコ・アセット・マネジメント株式会社が作成したものです。本書は信頼できる情報に基づいて作成されたものですが、その情報の確
実性あるいは完結性を表明するものではありません。また過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。本書に記載された一般的な経済、市場
に関する情報およびそれらの見解や予測は、いかなる金融商品への投資の助言や推奨の提供を意図するものでもなく、また将来の動向を保証あるいは示唆するもので
はありません。本文で詳述した本書の分析は、一定の仮定に基づくものであり、その結果の確実性を表明するものではありません。分析の際の仮定は変更されることもあ
り、それに伴い当初の分析の結果と重要な差異が生じる可能性もあります。本書について事前の許可なく複製、引用、転載、転送を行うことを禁じます。

インベスコ・アセット・マネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第306号
加入協会 一般社団法人 投資信託協会

一般社団法人 日本投資顧問業協会

C2020-09-165
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